
　
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
八
女

市
出
身
の
北
島
辰
彦
さ
ん
と
浦
部
倫
子
さ
ん
が
６

月
22
日
㈬
三
田
村
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

二
人
は
と
も
に
小
学
校
教
員
と
し
て
の
勤
務
経
験

を
生
か
し
、
北
島
さ
ん
は
カ
メ
ル
ー
ン
で
小
学
校
教

育
に
、
浦
部
さ
ん
は
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
で
障
害
児
・

障
害
者
支
援
に
当
た
り
ま
す
。

　「
途
上
国
の
満
足
に
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
働
く
の
が
夢
で
し
た
。
ま
ず
は

フ
ラ
ン
ス
語
に
慣
れ
て
、
現
地
の
皆
さ
ん
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
北
島
さ
ん
。

浦
部
さ
ん
は
「
特
別
支
援
学
校
に
勤
務
し
て
い
た

経
験
を
生
か
し
、
派
遣
先
で
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
が
少
し
で
も
生
き
や
す
く
な
る
よ
う
に
、

子
ど
も
た
ち
や
ス
タ
ッ
フ
を
支
援
し
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
三
田
村
市
長
は
「
ま
ず
は
健
康
に
気
を
付
け
て
、

２
年
間
の
勤
務
期
間
、
頑
張
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」

と
二
人
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流
館
い
わ
い
の
郷
で
６
月
26
日

㈰
、
岩
戸
山
で
食
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
２
「
古
代
米
の
田

植
え
に
挑
戦
！
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
古
代
米
と
は
、

現
在
栽
培
さ
れ
て
い
る
品
種
の
う
ち
、
古
代
か
ら
栽
培

し
て
い
た
品
種
・
古
代
の
野
生
種
の
形
質
を
残
し
た
品

種
を
指
す
も
の
で
、
今
回
は
赤
米
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
田
植
え
前
に
稲
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の

後
、
敷
地
内
に
あ
る
水
田
で
、
古
代
米
（
赤
米
）
の
田

植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。
体
験
し
た
人
か
ら
は
、「
田
ん

ぼ
に
入
る
の
は
初
め
て
。
ぬ
る
ぬ
る
し
た
土
の
感
触
が
気

持
よ
か
っ
た
」「
思
っ
た
以
上
に
大
変
な
作
業
だ
っ
た
」「
秋

の
収
穫
が
楽
し
み
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
今

後
は
、
古
代
の
人
々
が
着
用
し
て
い
た
「
貫か
ん

頭と
う

衣い

」
や

収
穫
に
使
用
さ
れ
て
い
た「
石
包
丁
」作
り
な
ど
を
行
い
、

秋
に
は
古
代
米
の
収
穫
体
験
が
催
さ
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
民
生
委
員
活
動
を
行
っ
て
い
る

上
陽
校
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

（
馬
場
年
弘
会
長
）
と
上
陽
北
汭
学
園
小
学

校
（
向
山
秋
実
校
長
）
４
年
生
で
６
月
14

日
㈫
、
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
子
ど
も
た
ち
が
民
生
委
員

活
動
体
験
を
通
し
て
地
域
社
会
と
の
交
流
、

貢
献
活
動
の
大
切
さ
を
学
び
、
人
に
対
す

る
思
い
や
り
の
心
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に

３
年
前
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
民
生
委
員
の
役
割
に
つ
い

て
学
び
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
受
け
た
あ
と
、
委
嘱
状
を
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
委
嘱
状
を
受
け
た
荒
川
夏
希
さ
ん

は
、「
認
知
症
が
ど
う
い
う
病
気
か
を
知
り
、

や
さ
し
い
声
か
け
の
大
切
さ
や
認
知
症
の
方

に
対
す
る
接
し
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」と
語
り
ま
し
た
。今
後
、子
ど
も
た
ち
は
、

民
生
委
員
と
と
も
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の

ふ
れ
あ
い
活
動
や
自
宅
訪
問
な
ど
を
行
い
、

地
域
の
見
守
り
の
一
員
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
い
く
予
定
で
す
。

子
ど
も
民
生
委
員
活
動
委

嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た 

若
い
力
で
海
外
に
貢
献

古
代
米
の
田
植
え
に
挑
戦

市長と握手を交わす浦部さん（左）と北島さん

委嘱状が子どもたちに手渡されました

古代米の田植えを体験

～あたらしい郷
く に
土づくり～

ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる
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【
全
国
戦
没
者
追
悼
式
】

⃝

日
時
＝
８
月
15
日
㈪
11
時
50
分

⃝

場
所
＝
日
本
武
道
館

【
福
岡
県
戦
没
者
追
悼
式
】

⃝

日
時
＝
８
月
15
日
㈪
11
時
50
分

⃝

場
所
＝
県
立
福
岡
武
道
館

【
八
女
市
戦
没
者
追
悼
式
】

⃝

日
時
＝
10
月
15
日
㈯
10
時

⃝

場
所
＝
お
り
な
す
八
女

　
被
爆
の
惨
状
に
理
解
を
深
め
、

平
和
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
原
爆
写
真
等
の
資

料
展
を
開
催
し
ま
す
。

⃝

期
間
＝
7
月
30
日
㈯
～
８
月

16
日
㈫

⃝

場
所
＝
お
り
な
す
八
女
（
交

流
棟
）
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課

（
☎
２
３・１
１
１
１
）

平
和
祈
念
式
典

原
爆
パ
ネ
ル
展

戦
没
者
追
悼
式

　
市
で
は
、
広
島
と
長
崎
に
お
け
る
原
爆
死
没
者
の
霊
を
慰
め
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
す
る
た
め
、
ま
た
併
せ
て
世
界
恒
久
平
和
の
確
立
を
祈
念
す
る
た
め
、

次
の
日
時
で
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
１
分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
す
。
皆
さ
ま

も
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

⃝

広
島
原
爆
忌
＝
８
月
６
日
㈯
８
時
15
分
か
ら
１
分
間

⃝

長
崎
原
爆
忌
＝
８
月
９
日
㈫
11
時
２
分
か
ら
１
分
間

⃝

終
戦
記
念
日
＝
８
月
15
日
㈪
正
午
か
ら
１
分
間

　
八
女
消
防
本
部
管
内
す
べ
て
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
火
災
と

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

１
分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
しょう

八
女
市
平
和
月
間

終
戦
の
日
を
迎
え
る
８
月
。

平
和
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
八
女
市
立
図
書
館
で
は
、
毎
年
平

和
週
間
に
合
わ
せ
て
、
千
羽
鶴
の
作

成
や
、平
和
関
連
図
書
の
展
示
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
も
カ
ウ
ン
タ
ー
に
千

羽
鶴
作
成
の
ご
案
内
と
折
り
紙
の
準

備
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
図
書
館
に
来

ら
れ
た
際
に
は
、
折
り
鶴
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
千
羽
鶴
作
成
】

⃝

期
間
＝
７
月
１
日
㈮
～
28
日
㈭

⃝

場
所
＝
本
館
・
各
分
館

【
平
和
関
連
図
書
展
示
】

⃝

期
間
＝
８
月
２
日
㈫
～
31
日
㈬

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
立
図
書
館

（
☎
２
２・２
５
０
４
）

千
羽
鶴
作
成
・
平
和
関

連
図
書
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

　
戦
時
体
制
に
抗
し
た
政
治
家
の
軌

跡
を
伺
う
憲
政
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

▽
大
内
暢
三
　
八
女
市
立
花
町
出
身

▽
犬
養
毅
　
第
一
次
憲
運
動
主
導

▽
尾
崎
行
雄
「
憲
政
の
神
様
」
の
異
名

▽
近
衛
篤
麿
　
貴
族
院
議
長

▽
斎
藤
隆
夫
　

2
・
26
事
件
直
後
に

衆
議
院
で
粛
軍
演
説

⃝

期
間
＝
７
月
24
日
㈰
～
８
月
28
日
㈰

⃝

場
所
＝
旧
大
内
邸

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振
興
課

（
☎
２
4
・
８
１
６
３
）

平
和
を
希
求
し
た

政
治
家
・
大
内
暢
三

八
女
か
ら
反
戦
の
誓
い
・
再
び

　
原
爆
投
下
後
の
広
島
か
ら
故
山

本
達
雄
氏
（
星
野
村
）
が
持
ち
帰

ら
れ
た
「
平
和
の
火
」
が
灯
る
平

和
の
広
場
を
会
場
に
、
核
兵
器
廃

絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
へ
の
願
い

を
込
め
て
、
平
和
祈
念
式
典
を
行

い
ま
す
。

⃝

日
時
＝
８
月
６
日
㈯
８
時
10
分

⃝
場
所
＝
星
の
ふ
る
さ
と
公
園
平

和
の
広
場
（
星
野
村
）

※
市
内
の
小
中
学
生
を
は
じ
め
市

民
の
皆
さ
ま
に
非
核
・
恒
久
平
和

へ
の
祈
り
を
込
め
て
折
っ
て
い
た

だ
い
た
折
り
鶴
を
献
呈
し
ま
す
。

※
式
典
終
了
後
、
八
女
市
星
野
総

合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
そ
よ
か
ぜ

に
て
作
曲
家 

安
藤
由
布
樹
先
生
と

東
京
・
長
崎
か
ら
合
唱
団
を
迎
え
、

10
時
か
ら
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
星
野
支
所
総
務

課
（
☎
５
２・３
１
１
２
）
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平成28年度も下水道整備を進め
ていきます。工事期間中は交通規
制などで大変ご迷惑をおかけし
ますが、ご協力をお願いします。
◦区域＝左図参照（室岡）
◦工事期間＝平成 28 年８月～
平成 29 年３月
また、平成29年度も引き続き下
水道整備を行う予定です。
なお、工事区域は、翌年度から
供用開始となる予定です。
◦問い合わせ＝上下水道局下水
道工務係（☎ 23・1670）

下水道工事に

ご協力を
お願いします

　
母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
を
対
象

と
し
た
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者

は
、現
況
届
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
現
況
届
の
手
続
き
を
し
な
い
と

８
月
以
降
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
日
内
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
日
程
＝
８
月
8
日
㈪
～
10
日
㈬

◦
受
付
時
間
＝
９
時
～
17
時
15
分

▽
本
庁 

全
日
19
時
ま
で
受
付

▽
黒
木
支
所
・
立
花
支
所 

８
月
10

日
㈬
の
み
19
時
ま
で
受
付

◦
会
場
＝
▽
八
女
市
役
所
本
庁

１
０
３
会
議
室
（
１
階
）

▽
黒
木
支
所
第
３
会
議
室
（
１
階
）

▽
立
花
支
所
１
０
１
会
議
室
（
１
階
）

▽
上
陽
支
所
・
矢
部
支
所
・
星
野

支
所
の
市
民
生
活
福
祉
課
窓
口

◦
提
出
書
類
＝
①
送
付
し
た
封
書

②
手
当
証
書
③
印
鑑
④
本
人
を
確

認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
・

健
康
保
険
証
等
）

※
受
給
後
５
年
経
過
者
で
該
当
さ

れ
る
人
は
、
現
況
届
時
に
「
一
部
支

給
停
止
措
置
適
用
除
外
事
由
届
出

書
お
よ
び
証
明
関
係
書
類
」
も
提

出
が
必
要
で
す
。
該
当
者
に
は
通

知
し
ま
す
。

　現在お持ちの医療証の有効期間は９月30
日までです。期間内に更新の手続きをお願
いします。
⃝日程＝８月 8 日㈪～ 10 日㈬
⃝受付時間＝９時～ 17 時 15 分
▽本庁 全日19 時まで受付
▽黒木支所・立花支所　８月10 日㈬のみ
19 時まで受付
⃝会場
▽八女市役所 本庁１０３会議室（１階）
▽黒木支所 第３会議室（１階）
▽立花支所 １０１会議室（１階）
▽上陽支所、矢部支所、星野支所
　各市民生活福祉課窓口
⃝持参するもの
①健康保険証
②ひとり親家庭等医療証
③印鑑
④児童扶養手当証書または遺族・障害年金
証書（受給者のみ）
⑤平成 28 年１月２日以
降に八女市に転入した
人は平成 28 年１月１日
現在の住所地の所得証
明書（コピー可）

　
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
児
童
の
保
護

者
を
対
象
と
し
た
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
受
給
者
は
、
毎
年
８
月
に

所
得
状
況
届
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
所
得
状
況
届
の
手
続
き
を
し

な
い
と
８
月
分
以
降
の
手
当
を
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

期
日
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
日
程
＝
８
月
10
日
㈬

◦
受
付
時
間
＝
９
時
～
17
時
15
分

（
本
庁
の
み
19
時
ま
で
受
付
）

◦
会
場
＝
▽
八
女
市
役
所
本
庁

１
０
３
会
議
室
（
１
階
）

▽
黒
木
支
所
第
３
会
議
室
（
１
階
）

▽
立
花
支
所
１
０
１
会
議
室（
１
階
）

▽
上
陽
支
所
・
矢
部
支
所
・
星
野

支
所
の
市
民
生
活
福
祉
課
窓
口

◦
提
出
書
類
＝
①
送
付
し
た
は
が

き
②
手
当
証
書
③
印
鑑
④
療
育
手

帳
・
身
体
障
害
者
手
帳

お
子
様
に
関
す
る

大
切
な
お
知
ら
せ

◦問い合わせ＝
子育て支援課
こども家庭係

（☎ 23・1351）

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
は
お
忘
れ
な
く

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

所
得
状
況
届
の
手
続
き

「ひとり親家庭等医療証」
の更新手続きについて
◎問い合わせ＝
　市民課公費医療係（☎ 23・1117）
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   がん検診は基本的に症状がない方が対象となります。無
症状のうちに「がん」を早期発見し、治療することが大切
です。症状がある方は、早めに医療機関を受診しましょう。
がんの早期発見・早期治療ができれば、それだけ完治の
可能性が高くなるだけでなく、治療に要する費用や時間な
どの負担も軽くなるため、自覚症状がなくても定期的にが
ん検診を受けることが必要です。

　
   国の目標は、がん検診受診率 50％です。八女市の受診
率は約 10 ～ 30％で、まだまだ受診する人が少ない状況で
す。八女市の検診でも毎年がんが発見されています。平成
27 年度は市の検診で３6 人（胃がん３人、肺がん３人、大
腸がん 8 人、子宮がん 1 人、乳がん 6 人、前立腺がん 15
人（H28.5.31 現在））の方にがんが発見されました。昨年
は異常なしでも、次の年にがんが発見されることもあります。

※八女市のがん検診は集団検診（検診バス）または個別検診（医
療機関）で実施します。詳細は5 月1日号の広報と一緒に各世帯に
配布している「住民健診ガイド本」をご覧ください。市の検診では、
本来かかる費用の約1/3の費用で検診を受けることができます。

　「要精密検査」＝「がん」ではありません。がんの疑い
を含め、異常がありそうと判断されたということです。精
密検査を受けて、がんではないか、他の異常がないかなど
を詳しく調べます。がんを早期に見つけるだけでなく、前
がん状態が発見される場合もあります。

がん検診を受けましょう
８月の健康だより
健康推進課（☎ 23・1352）

♥

検診名 対象年齢 検診内容
肺がん 40歳以上 胸部レントゲン撮影
胃がん 40歳以上 胃透視（バリウムによる）
大腸がん 40歳以上 便潜血検査（便を2日間とって提出）
子宮頸がん 20歳以上 視診、内診、子宮頸部の細胞診
乳がん 40歳以上 視触診、マンモグラフィー
前立腺がん 50歳以上 血液検査（ＰＳＡ検査）
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～ 6 月から 11 月は八女市のがん検診月間です～

1 位 2 位 3 位 4 位 5 位

男性 肺 胃 大腸 肝臓 膵臓

女性 大腸 肺 胃 膵臓 乳房

日本のがんの状況
がんの部位別死亡数（2014年）

がん検診は症状が出る前にがんを見つけることができます

まだまだ低い受診率

八女市で受けられるがん検診

がん検診の結果、精密検査が必要と言われたら早めに検
査を受けましょう

医療機関を受診

がん検診

要精密検査異常なし

担当医の指示に従って必
要な検査を受けましょう

経過観察 治療

定期的にがん検診を受けましょう

次回の
がん検診

異常なしまた
は良性の病変

八女市の特定健診・がん検診予約受付中！！
予約方法は 5 月 1日号の広報と一緒に各世帯に配布
している「住民健診ガイド本」をご覧ください。

（出典：国立がんセンター	がん情報サービス ｢がん登録・統計」）

　現在わが国では一生のうち２人に１人が「がん」
にかかり、３人に１人が「がん」で亡くなっています。
しかし診断と治療の進歩により、一部のがんでは
早期発見・早期治療が可能となってきました。
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皮に傷やシワがなく、ふっくらと丸みがあり、重いものを選びましょう。じゃが
いもは冷蔵庫ではなく、風通しのよい涼しいところで保存します。日に当たると
表面が緑っぽくなったり、発芽しやすくなり、ソラニンという有毒成分が出るの
で、必ず日の当たらないところに保存しましょう。

　保健師や看護師が、血圧測定・尿検査・
体脂肪測定をします。健康に関するいろ
いろな相談に応じます。健康手帳をお持
ちの人はご持参ください。
※電話相談も行っています。
◦日時＝8月2日㈫ 14時～ 15時 ／ 立花
総合保健福祉センター「かがやき」
◦日時＝8月3日㈬ 10時～ 11時 ／ 上陽
支所
◦日時＝8月8日㈪ 9時30分～ 11時 ／ 八
女市保健センター
◦日時＝8月18日㈭ 14時～ 15時 ／ 矢部
基幹集落センター
◦日時＝8月19日㈮ 10時～ 11時 ／ 黒木
地域交流センター「ふじの里」
◦日時＝8月19日㈮ 14時～ 15時 ／ 星野
総合保健福祉センター「そよかぜ」

旧八女市・立花町の皆さん
♥受付時間　13時15分～ 14時30分
♥会場　やめっこ未来館
◦日にち・対象＝	
8月9日㈫＝10か月児（平成27年10月生）
8月17日㈬＝4か月児（平成28年4月生）
8月25日㈭＝3歳児（平成25年7月生）
8月30日㈫＝1歳6か月児（平成27年1月生）
旧黒木町・上陽町・矢部村・星野村の皆さん
♥受付時間　13時30分～ 14時30分
♥会場		黒木地域交流センター「ふじの里」
◦日にち＝8月23日㈫　
◦対象＝4か月児（平成28年3月～ 4月生）

／ 10か月児（平成27年9月～ 10月生）
※対象者には個別に通知します。
※事前に連絡いただくとどちらの会場で
も健診を受けることができます。

　離乳食初期（5 ～ 6か月児）のお話と
調理。参加する人は事前に健康推進課
保健指導係までお申し込みください。託
児あり（要申込）。
♥日時　8月18日㈭ 10時～ 13時 ※受付
9時30分～ 10時　♥会場　おりなす八
女研修棟　♥持参品　エプロン、三角布、
手ふきタオル、筆記用具　♥材料費　
300円　♥定員　先着15人
※申込者には個別に通知します。

　子育てのことで、少しでも心配なこと
があったらお気軽にご相談ください。身
長・体重測定もできます。母子健康手帳
をお持ちください。相談日以外でも、窓
口や電話で子育て相談を行っています。
やめっこ未来館会場では公立八女総合病
院の助産師の「母乳相談」ができるように
なりました。
◦日時＝8月3日㈬ 9時30分～ 11時 ／や
めっこ未来館

◦日時＝8月5日㈮ 10時～ 11時 ／ 黒木
地域交流センター「ふじの里」
◦日時＝8月19日㈮10時～ 11時 ／ 星野
総合保健福祉センター「そよかぜ」

　心理士による個別相談です。対象者は
小学校就学前までの人で、成長発達面
に不安のある人です。心配なことがあれ
ばお気軽にご相談ください。※予約制
♥日時　8月4日㈭、25日㈭ 9時～16時
♥会場　八女市保健センター
♥日時　8月23日㈫ 9時～16時
♥会場	黒木地域交流センター「ふじの里」

　心理士による個別相談です。対象者は
市内在住で、こころに悩みがある人です。
お気軽にご相談ください。※予約制
♥日にち　8月24日㈬
♥時間　13時30分～ 15時30分受付
♥会場		おりなす八女研修棟第5研修室

　妊娠20週以降の妊婦さんを対象に、
妊娠中の過ごし方についての話、試食、
相談を行います。※要予約
♥日時　8月2日㈫ 10時～12時※受付9時
30分～ 10時　♥会場　おりなす八女研
修棟　♥持参品　母子健康手帳、筆記用
具　♥参加費　300円　♥定員　20人

次回は9月に開催します。

乳幼児心理相談

８
月
の
各
種
相
談
・
健
診
・
予
防
接
種

子育て相談申
込・問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３・１
３
５
２
）

乳幼児健診 

健康相談 

ベビーズクッキング

心理士によるこころの相談

マタニティ教室

【材料】（4人分）　
◦じゃがいも･･･280ｇ（2個）
◦人参･･･80ｇ（2/3本）
◦牛乳･･･200ｍｌ
◦米酢･･･大さじ１
◦塩･･･ひとつまみ
◦こしょう･･･少々
◦きゅうり･･･100ｇ（１本）
◦塩･･･１ｇ
◦ロースハム･･･40ｇ（2枚）
◦レモン汁･･･少々

【作り方】
①じゃがいもは２㎝角切り、人参
はいちょう切りにする。
②鍋にじゃがいもと人参を入れ、
牛乳を加えてクッキングシートで
落としぶたをし、中火で煮立てる。
10分煮たら、落としぶたを取って
水分をとばす。
③②が熱いうちに酢をからめ、
塩とこしょうを入れ、冷ます。
④きゅうりは輪切りにし、塩をし
てしばらく置き、水分を絞り、③
と混ぜ合わせる。
⑤ロースハムは短冊切りにし、④
に加えて混ぜ合わせる。
⑥器に盛り付け、レモン汁をかけ
る。

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
食物繊維
食塩相当量

120Kcal
4.9g
3.4g

17.8g
497mg

71mg
　27mg

0.5mg
1.7g
0.9g

1人分あたりの栄養価

マヨネーズを使わないポテトサラダ

八女はおいしい
～ ふるさとの恵み ～

じゃがい
も

の選び方
・

保存方法

もぐもぐかみかみ離乳食教室

いつものポテトサラダを
マヨネーズを使わずに
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平成 28 年熊本地震により熊本県内の住民票のある市町村から
他の市町村へ避難されている皆さんは、避難前にお住まいであっ
た市町村（住民票のある避難元市町村）に次の内容を連絡して
ください。また、避難先が変わられた時もご連絡をお願いします。

熊本地震により
熊本県内から避難

されている皆さまへ

市町村名 連絡窓口名 電話番号 小国町 福祉課 0967・46・2116
熊本市 生活再建支援課 096・328・2972 産山村 総務課 0967・25・2211
八代市 危機管理課 0965・33・4112 高森町 総務課 0967・62・1111
人吉市 防災安全課 0966・22・2111 南阿蘇村 住民福祉課 0967・62・9195
荒尾市 くらしいきいき課 0968・63・1395 西原村 住民課 096・279・3111
水俣市 危機管理防災課 0966・61・1604 御船町 総務課 096・282・1111
玉名市 総合福祉課 0968・75・1121 嘉島町 町民課 096・237・1111
天草市 防災危機管理課 0969・23・1111 益城町 総務課 096・286・3111
山鹿市 防災対策課 0968・43・1113 甲佐町 くらし安全推進室 096・234・1167
菊池市 市長公室 0968・25・7252 山都町 健康福祉課 0967・72・1229
宇土市 危機管理課 0964・22・1111 氷川町 総務課 0965・52・7111
上天草市 福祉課 0969・28・3381 芦北町 総務課 防災交通係 0966・82・2511
宇城市 市民課 0964・32・1111 津奈木町 総務課 0966・78・3111
阿蘇市 総務課 防災対策室 0967・22・3111 錦町 総務課 0966・38・1111
合志市 総務課 096・248・1112 あさぎり町 総務課 0966・45・1111
美里町 総務課 防災交通係 0964・46・2111 多良木町 総務課 0966・42・6111
玉東町 町民福祉課 0968・85・3183 湯前町 総務課 0966・43・4111
和水町 健康福祉課 0968・86・5724 水上村 総務課 0966・44・0311
南関町 総務課 0968・57・8500 相良村 総務課 0966・35・0211
長洲町 福祉保健介護課 0968・78・3135 五木村 総務課 0966・37・2211
大津町 総務課 096・293・3111 山江村 総務課 0966・23・3111
菊陽町 福祉課 096・232・4913 球磨村 総務課 0966・32・1111
南小国町 総務課 0967・42・1112 苓北町 総務課 0969・35・1111

　福岡ソフトバンクホークスと八女市は、平成26年７月２日に「地域連携協定」を締結
しました。本年も市民の皆さんをヤフオクドームで行われるホークス戦にご招待します。
⃝配布枚数＝おひとり２枚まで（先着順でなくなり次第終了）
⃝配布会場＝男女共同参画・生涯学習課（☎ 23・1318）／総合体育館（☎ 24・
1230）／おりなす八女（☎ 22・5332）／黒木支所総務課（☎ 42・1111）／立花支
所総務課（☎ 23・5142）／上陽支所総務課（☎ 54・2211）／矢部支所総務課（☎
47・3111）／星野支所総務課（☎ 52・3112）
※「おりなす八女」での配布は８月６日㈯からです。

ホークス観戦 チケットプレゼント！
がんばれ！ソフトバンクホークスYAME  ×  HAWKS

八女市と福岡ソフトバンク
ホークスによる地域連携事業

招待試合
日　程

月　日 開始時間 対戦チーム
８月 23 日 ( 火 ) １８：００ 楽　　天
８月 24 日 ( 水 ) １８：００ 楽　　天
８月 25 日 ( 木 ) １８：００ 楽　　天

※このチケットは引換券となっていますので、観戦当日ヤフオクドーム５ゲート横の「引換窓口」
にて入場券と引換えのうえ、入場ください。※なお、入場券の座席位置は福岡ソフトバンクホー
クス㈱指定となり、引換え時に席位置の希望はお受けできません。

8 月 5 日㈮配布開始

【連絡事項】
氏名や生年月日等／避難元の住所／避難先の所在地、連絡先電話番号／
同一世帯員とともに避難している場合にはその方の情報もお願いします。
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（総務省・熊本県）
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平成 28 年度市民との
協働によるまちづくり
提案事業13 件を採択
しました

　平成 28 年度市民との協働によるまちづくり提案事業を募集したところ、市民団
体等から多くの提案があり、選考の結果、13 件（内示額計４００万円）を採択し
ました。これから市内の各地域で、提案に基づく様々なまちづくり活動が展開さ
れます。それらの活動については、市広報やホームページ、ＦＭ八女を通してお
知らせしますので、ぜひご参加ください。
◦問い合わせ＝地域振興課地域づくり推進係（☎２３・１２２４）　

団体名（代表者名） 活動名称 活動の概要

上陽ほたるの会
（小川勝好）

上陽ホタル再生プロジェ
クト（第３弾）

豪雨災害で壊滅的打撃を受けたホタルの生息環境を復元するため、
星野川からの揚水やゲンジボタル幼虫飼育のさらなる研究、上陽北
汭学園との連携など、これまでよりステップアップした活動を行う。
観光資源を確保し、都市住民との交流による地域活性化を図る。

一般社団法人八女青年会
議所

（緒方大輔）
地域資源発掘！ソーシャ
ルマラソンin八女

八女地域の隠れた魅力を八女地域内外の人たちが発掘し、フェイ
スブックなどSNSを活用して発信することで、郷土愛を醸成して地
域活性化やコミュニティづくりにつなげる。ソーシャルマラソンと
は、走る距離もコースも自由という新しいマラソンイベントで、コー
ス上で見つけた地域の魅力をSNSを活用して情報拡散させる。

八女フィルムカメラプロ
ジェクト

（長谷川徹）

フィルムカメラを通じ
た八女活性プロジェク
ト『FILM FILM FILM in 
YAME』

古い町並みや自然、人々の生活など八女の景色を参加者それぞれ
の感性で撮影し、写真展を開催する。フィルムカメラの良さを再認
識し、八女の魅力に触れることで、記憶に残る特別な体験をしても
らうとともに、八女の魅力を幅広い年齢層に広げ、今後の八女への
人の流れをつくる。

グリーンティすまいる
（竹石しづ代） グリーンティすまいる

歌手「MINEHAHA」のコンサートを開催し、その歌詞を通じて自
然と人との絆の大切さを感じてもらい、心温まる八女市にしていく。
合唱団「リトルウイング」の子どもたちとの共演や、八女の祭りや
自然を写した写真を背景に流すことで、観客に感動を与える。

八女市上
かむつやめ

陽咩さるこ協会
（野中鐵也）

上陽咩さるこモデルコー
スプロジェクト

上陽の素晴らしい場所をつなぐ散策コースをつくり、交流人口の増大
を図る。まち歩きのみならず、名所や史跡を車で回遊するコースなど
市全域での取り組みに発展するようなモデルコースづくりを目指す。

音楽の生
（藤島和二三）

星野村の森で音楽を楽し
むプロジェクト

市民が音楽を楽しむ機会を増やすとともに、各施設に音楽を届け、
市民の癒しとなる活動を行う。星野村の高齢者施設、移住・交流
体験施設、キャンプ場でクラシックコンサートを定期的に開くほか、
黒木小学校で出張コンサートを開き、市民に身近な音楽活動とする。

八女市商店街連合会飲食
店部会アンテナエイト

（井上宗五郎）
第２回八女サルー祭り

土橋界隈を中心に、居酒屋や飲食店など50の参加店舗をドリンク
チケットで回る「サルー祭り」を開催し、八女の夜の賑わいを復活
させる。近隣市町村の住民にも参加してもらい、地域間交流を図る。

夕焼け日曜市実行委員会
（上野浩一） 夕焼け日曜市

ステージイベントや出店などで、清水町商店街で夜市を復活させる
第一歩とし、地域活性化を図る。市内外から出演者やボランティア
を集めて商店街をＰＲし、空き店舗が埋まるよう盛り上げていく。

チャイルドサポートネット
ワーク

（下川京子）
チャイルドサポートネット
ワーク

子どもの貧困問題がクローズアップされる中、地域の子どもの成長
を見届ける手段として無料の学習支援塾を立ち上げる。子どもの学
習を支えるだけでなく、孤立した保護者の相談に応じることによっ
て、保護者が自信を取り戻すきっかけを作る。

大淵献燈祭実行委員会
（谷口健一） 大淵献燈祭

亡くなった人の霊を弔うため大灯篭を夜空に打ち上げ、地域住民の
連帯感と絆を深める。地域に対する住民の誇りと愛着を醸成すると
ともに、祭りを通して大淵地区を地域外に知らしめ、地域の特性を
活かした都市間交流を図る。

とびかた映画村実行委員
会

（熊手正）
映画を体感。映画村プロ
ジェクト。

映画上映会や監督等の講演により地域住民の機運を高め、旧白木
小学校で撮影予定の映画「甲子園まで642キロ」にエキストラや炊
き出しとして協力する。「映画村」としての白木地区の活性化を図る。

L
レ モ ネ ー ド

emonAid実行委員会
（井芹善則） LemonAid

飲食店や雑貨など多くの業種の出店やステージパフォーマンス、参
加型ワークショップなどによるイベントを開催し、地域の産物や芸
術、団体を知ってもらい地域活性化と交流を図る。収益は地域復
興のために還元する。

上陽日和実行委員会
（寺崎浩子）

山で八女をＰＲプロジェ
クト

「しもやま田舎まつり」「おくぼ日和」と連携し、八女杉を使った商
品の販売、木に関する教室や木の楽器を使ったステージショーの開
催など、地域資源である八女材をＰＲする。地元住民に地域の良さ
を感じてもらうとともに、収益につなげ経済の活性化をめざす。
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◦
「
個
人
情
報
」
と
は

　
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、

こ
れ
に
含
ま
れ
る
氏
名
、
生
年
月

日
そ
の
他
の
記
述
等
に
よ
り
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
（
他
の
情
報
と
照
合
す
る

こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
り
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
）
を
い
い
ま
す
。

◦
制
度
を
実
施
す
る
機
関
（
実
施

機
関
）

　
市
長
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管

理
委
員
会
、
公
平
委
員
会
、
監
査

委
員
、
農
業
委
員
会
、
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
、
公
営
企
業
管

理
者
、
議
会
で
す
。

◦
個
人
情
報
の
保
管
業
務
登
録
に

つ
い
て

　
実
施
機
関
は
、
個
人
情
報
を
保

管
す
る
業
務
を
行
う
に
あ
た
っ
て

登
録
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
28
年
３
月
31
日
時
点
で
の
個

人
情
報
業
務
登
録
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
業
務
の
登
録
件
数

４
５
０
件
（
う
ち
、
平
成
27
年
度

に
登
録
さ
れ
た
業
務
2
件
）

◦
個
人
情
報
の
利
用
・
提
供

　
実
施
機
関
は
、
個
人
情
報
を
利

用
目
的
の
範
囲
内
で
取
り
扱
わ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
法
令
に
定
め
が

あ
る
と
き
や
本
人
の
同
意
が
あ
る
と

き
を
除
い
て
、
そ
の
利
用
目
的
以
外

の
目
的
で
利
用
し
た
り
、
外
部
に

提
供
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。た
だ
し
、

個
人
の
生
命
等
を
守
る
た
め
緊
急

か
つ
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る

場
合
や
八
女
市
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
審
議
会
の
意
見
を
聴
い

て
公
益
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
場
合
は
、
例
外
的
に
目
的
外

利
用
ま
た
は
外
部
提
供
が
で
き
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
に
こ
の
よ
う
な
理

由
で
目
的
外
利
用
が
認
め
ら
れ
た

業
務
は
２
件
で
、
下
の
表
の
と
お
り

で
す
。

◦
自
分
の
個
人
情
報
の
開
示
請
求

な
ど
は
で
き
ま
す
か
？

　
誰
で
も
、
実
施
機
関
が
保
有
す

る
自
分
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
、

そ
の
開
示
（
訂
正
・
利
用
停
止
）

を
請
求
で
き
ま
す
。
請
求
が
で
き

る
の
は
、
原
則
と
し
て
本
人
、
未

成
年
者
・
成
年
被
後
見
人
の
法
定

代
理
人
等
で
す
。
平
成
27
年
度
は
、

11
件
の
開
示
請
求
が
あ
り
ま
し
た
。

◦
請
求
の
窓
口
は
ど
こ
で
す
か
？

　
各
課
の
窓
口
で
「
個
人
情
報
開

示
等
請
求
書
」
に
氏
名
、
住
所
お

よ
び
請
求
す
る
情
報
の
内
容
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
本

人
確
認
の
た
め
に
運
転
免
許
証
や

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
を
提
示
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◦
開
示
に
は
費
用
が
か
か
り
ま
す

か
？

　
閲
覧
や
資
料
を
も
と
に
説
明
を

聴
く
の
は
無
料
で
す
が
、
写
し
の

交
付
を
受
け
る
場
合
は
、
Ａ
３
サ

イ
ズ
ま
で
の
コ
ピ
ー
が
１
枚
10
円

（
両
面
コ
ピ
ー
は
20
円
）
で
す
。
そ

の
他
実
費
に
相
当
す
る
費
用
が
必

要
で
す
。

◦
開
示
な
ど
の
決
定
に
不
服
が
あ

る
と
き
は
？

　
個
人
情
報
の
開
示
（
訂
正
・
利

用
停
止
）
が
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の

決
定
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
審

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、「
八
女
市
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
審
査
会
」
で
審
議

が
行
わ
れ
、
実
施
機
関
は
そ
の
意

見
を
尊
重
し
て
、
あ
ら
た
め
て
決

定
し
ま
す
。

八女市は、「個人情報保護条例」を
制定して、市の保有する個人情報を
適正に取り扱うためのルールを定め
るとともに、自分の個人情報の開示
などを請求する権利を保障すること
により、市政の適正かつ円滑な運営
を図りながら、市民の皆さんの権利
利益を保護しています。

◎問い合わせ＝総務課総務法制係
（☎２３・１１１１）

個人情報
保護制度

個人情報
保護制度
Ｑ＆Ａ

情報の保有課 保有業務名 利用課 利用業務名 目的外利用の根拠

市民課 住民基本台帳登録業務 子育て支援課 子育て応援券交付事業 審議会

税務課 固定資産税賦課業務 防災安全課 空家対策事業 法令等

【目的外利用】
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平
成
27
年
度
の
情
報
公
開
請
求

は
４
８
８
件
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
行
政
資
料
な
ど
口
頭
に
よ
る
請

求
は
10
件
、
要
介
護
認
定
関
係
の

情
報
公
開
請
求
は
４
２
６
件
で
し

た
。
公
文
書
公
開
請
求
書
に
よ
る

情
報
公
開
請
求
は
52
件
で
、
そ
の

う
ち
公
開
が
33
件
、
部
分
公
開
が

11
件
、
非
公
開
が
０
件
、
公
文
書

が
不
存
在
だ
っ
た
も
の
が
８
件
で
し

た
。

◦
公
文
書
の
公
開
を
請
求
で
き
る

人
は
？

　

市
民
に
限
ら
ず
ど
な
た
で
も
公
開

請
求
で
き
ま
す
。

◦
制
度
を
実
施
す
る
機
関
（
実
施

機
関
）
は
？

　

市
長
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理

委
員
会
、
公
平
委
員
会
、
監
査
委
員
、

農
業
委
員
会
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
、
公
営
企
業
管
理
者
、
議

会
、
土
地
開
発
公
社
で
す
。

◦
ど
ん
な
情
報
が
請
求
で
き
ま
す
か
？

　

実
施
機
関
が
組
織
的
に
用
い
て
い

る
文
書
、
図
画
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、

フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
な
ど
で
す
。

た
だ
し
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や

公
共
の
利
益
を
守
る
た
め
、
部
分
的

な
公
開
に
と
ど
め
た
り
、
公
開
し
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◦
請
求
の
方
法
は
？

　

公
開
請
求
し
た
い
課
ま
た
は
総
務

課
の
窓
口
に「
公
文
書
公
開
請
求
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

一
般
に
周
知
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ

た
刊
行
物
や
資
料
な
ど
は
口
頭
で
請

求
で
き
ま
す
。

◦
公
開
・
非
公
開
は
い
つ
ご
ろ
決
ま

る
の
で
す
か
？

　

公
開
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

公
開
請
求
が
あ
っ
た
日
か
ら
15
日
以

内
に
決
定
し
、
そ
の
結
果
を
「
決
定

通
知
書
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。な
お
、

請
求
さ
れ
る
情
報
が
著
し
く
大
量
な

場
合
な
ど
は
決
定
期
間
を
延
長
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
公
開
を
受
け
る

際
に
は
、
こ
の
決
定
通
知
書
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

◦
公
開
に
は
費
用
が
か
か
り
ま
す
か
？

　

閲
覧
手
数
料
は
無
料
で
す
が
、
Ａ

３
サ
イ
ズ
ま
で
の
コ
ピ
ー
が
１
枚
10

円
（
両
面
コ
ピ
ー
は
20
円
）、
そ
の

他
実
費
に
相
当
す
る
費
用
が
必
要
で

す
。

◦
非
公
開
な
ど
の
決
定
に
不
服
が
あ

る
と
き
は
？

　

非
公
開
な
ど
の
決
定
を
し
た
場
合

は
、
そ
の
理
由
を
決
定
通
知
書
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
が
、
そ
の
決
定
に
不

服
が
あ
る
と
き
は
、
行
政
不
服
審
査

法
に
基
づ
き
、
審
査
請
求
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、「
八

女
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

審
査
会
」
で
審
議
が
行
わ
れ
、
実
施

機
関
は
そ
の
意
見
を
尊
重
し
て
、
再

度
公
開
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
ま

す
。

▽
情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保

護
制
度
の
適
正
な
運
用
を
図
る
た

め
、次
の
機
関
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

【
八
女
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
】　

　

学
識
経
験
者
な
ど
５
人
の
委
員
で

構
成
さ
れ
、
公
平
な
第
三
者
機
関
と

し
て
、
公
文
書
の
公
開
お
よ
び
個
人

情
報
の
開
示
請
求
に
関
す
る
審
査
請

求
に
つ
い
て
調
査
審
議
し
ま
す
。
平

成
27
年
度
は
６
月
22
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

【
八
女
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
議
会
】　

　

学
識
経
験
者
な
ど
７
人
の
委
員
で

構
成
さ
れ
、
公
平
な
第
三
者
機
関
と

し
て
、
情
報
公
開
制
度
お
よ
び
個
人

情
報
保
護
制
度
に
関
す
る
重
要
事
項

に
つ
い
て
調
査
審
議
し
ま
す
。
平
成

27
年
度
は
６
月
19
日
に
開
催
し
ま
し

た
。

平
成
27
年
度
の
公
文
書

公
開
請
求
件
数
状
況

▼平成27年度の公文書公開請求件数状況 情
報
公
開
制
度
は
、「
知
る
権
利
」
を
保
障
し
、
市
民
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
皆
さ
ん
に
市
政
の
内
容
や
市
民
の
活
動
に
必
要
な
情
報
を

公
開
す
る
制
度
で
す
。
市
が
「
説
明
責
任
」
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

市
民
が
参
加
し
や
す
く
、よ
り
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
を
目
指
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
総
務
法
制
係
（
☎
２
３・１
１
１
１
）

情
報
公
開
制
度

情報公開

Ｑ＆Ａ

請求の
区　分 請求件数 処理状況の内訳

公　開 部分公開 非公開 不存在 取下げ
市内住民 9 件 6 件 2 件 ０件 １件 ０件
市内法人 7 件 7 件 0 件 ０件 ０件 ０件
市外住民 18 件 10 件 4 件 ０件 ４件 ０件
市外法人 18 件 10 件 5 件 ０件 ３件 ０件

合計 52 件 33 件 11件 ０件 ８件 ０件

　
平
成
28
年
度
八
女
市
職
員
採

用
試
験
（
１
次
試
験
）
を
次
の

日
程
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。
詳

し
い
募
集
内
容
（
職
種
・
募
集

人
員
・
申
込
方
法
等
）
に
つ
い

て
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
広
報
や
め
８
月
１
日

号
に
詳
し
い
募
集
内
容
を
掲
載

し
ま
す
。
　

◦
１
次
試
験
日
＝
平
成
28
年
９

月
18
日
㈰

◦
試
験
会
場
＝
八
女
市
立
福
島

中
学
校

◦
問
い
合
わ
せ
＝
人
事
課
人
事

係
（
☎ 

２
３・２
１
２
９
）

八
女
市
職
員
採
用

試
験
の
お
知
ら
せ　

広報やめ　2015.7.159

求
む
！

新
鮮
力



10　2016.7.15　広報やめ

　八女市の観光資源
でもある矢部川の源流

「日向神峡」は、福岡
県最高峰釈迦岳の麓・
矢部村にあり、これか
ら夏休みにかけて、登
山客や渓流釣り・川泳
ぎなど自然を楽しむ家

族連れなどでにぎわいます。矢部地域づくり協議会では
平成 24 年度から「地域づくり提案事業」を活用し、日
向神ダム周辺へ桜 100 本・モミジ 300 本の植栽を行っ
てきました。６月11日㈯、矢部地域ボランティア団体「昇
盛会（栗原吉平会長他 47 人）」では、これまで植栽さ
れた樹木の下刈作業と矢部川の浄化作用を促そうと河
川清掃を行いました。日向神ダム周辺の桜やモミジの幼
木がすくすくと成長し、満開の桜や色鮮やかなモミジが、
矢部村へ訪れる人々を楽しませてくれることでしょう。

　辺春２区・３区行政区は6月初旬、防災訓練を実施しました。
辺春２区行政区では１日㈬・２日㈭に分かれて各公民館にて
災害図上訓練（ＤＩＧ訓練）を行いました。災害図上訓練は
地図を用いて災害対策を検討する訓練のことで、参加者は早
期避難の大切さを再確認しました。訓練終了後には、非常持
出し袋が行政区より配布されました。
　辺春３区行政区は６日㈰に上辺春小学校にて防災講話・
応急手当・消火器取扱訓練を実施しました。また、土のう作
成も行い、梅雨期に備えました。両区とも共助を考える訓練
となりました。 

まちのわだい
ＴＯＰＩＣＳ

　
市
民
提
案
事
業
の
協
働
カ
フ
ェ（
成
果
報
告
会・

意
見
交
換
会
）
が
６
月
11
日
㈯
、
お
り
な
す
八
女

は
ち
ひ
め
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
約
80
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
27
年
度
に
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
事
業
の
提
案
を
採
択
さ
れ
た
市
民
団

体
等
が
活
動
の
成
果
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
参

加
者
同
士
が
意
見
交
換
し
て
交
流
を
深
め
る
も
の

で
す
。
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案

事
業
を
採
択
さ
れ
た
12
団
体
は
、
八
女
の
方
言
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
「
方
言
ト
ラ
ン
プ
」
や
、
八
女
の

名
所
な
ど
を
題
材
に
し
た
「
八
女
ふ
る
さ
と
カ
ル

タ
」
の
作
成
、
岩
戸
山
古
墳
や
磐
井
を
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
、
ホ
タ
ル
の
生
育
環

境
の
回
復
を
目
指
す
活
動
な
ど
、
地
域
の
魅
力
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

ま
た
、
27
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
空
き
家
再
生
・
活

用
モ
デ
ル
事
業
を
採
択
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
ん

ば
り
よ
る
よ
星
野
村
は
、
古
民
家
を
改
修
し
て
移

住
・
交
流
体
験
施
設
と
し
て
活
用
す
る
取
り
組
み

を
報
告
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
「
こ
れ
か
ら
や
り

た
い
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
自
由
に
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
用
意
さ
れ
た
お
茶
や
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
み
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
や
課
題
に
つ
い
て
活
発

に
意
見
を
出
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

協働カフェでまちづく
りの成果を共有

中
学
生
・
団
体
戦

【
中
学
男
子
】

▽
優
勝	

立
花
中
Ａ
▽
２
位	

Ｔ

Ｏ
ジ
ュ
ニ
ア
▽
３
位	

立
花
中
Ｂ

／
大
和
中
Ａ

【
中
学
女
子
】

▽
優
勝	

良
山
中
▽
２
位	

広
川

中
▽
３
位	

上
陽
北
汭
学
園
／

八
女
学
院
Ａ

中
学
生
・
個
人
戦

【
中
学
男
子
】

▽
優
勝	

野
中
雅
志
（
立
花
中
）

▽
２
位	

小
川
宝
樹
（
Ｔ
Ｏ
ジ
ュ

ニ
ア
）
▽
３
位	

古
賀
大
貴
（
立

花
中
）
／
小
山
田
昇
永
（
Ｔ
Ｏ

ジ
ュ
ニ
ア
）

【
中
学
女
子
】

▽
優
勝	

其
田
智
奈
（
良
山
中
）

▽
２
位	

井
上
胡
桃
（
同
）
▽
３

位	

江
口
彩
（
広
川
中
）
／
飯
田

彩
乃
（
良
山
中
）

一般
・
マ
ス
タ
ー
ズ 

ダ
ブ
ル
ス
戦

【一般
男
子
】

▽
優
勝	

白
山
裕
貴
（
フ
レ
ッ

シ
ュ
）・
堤
慶
太
（
同
）
▽
２
位	

川
島
佑
介
（
同
）・
森
千
里
（
八

女
農
高
）

【
マ
ス
タ
ー
ズ
】

▽
優
勝	

宮
原
浩
二
（
立
花
ピ
ン

ポ
ン
）・
穴
見
栄
子
（
サ
ウ
ス
）

▽
２
位	

宮
川
和
弘
（
黒
木
西
ピ

ン
ポ
ン
）・梅
野
美
智
子（
サ
ウ
ス
）

一般
・
マ
ス
タ
ー
ズ 

シ
ン
グ
ル
ス
戦

【一般
男
子
】

▽
優
勝	

白
山
裕
貴（
フ
レ
ッ
シ
ュ
）

▽
２
位	

高
山
干
唯
徒（
八
女
農
高
）

【一般
女
子
】

▽
優
勝	

江
上
愛
莉（
八
女
農
高
）

▽
２
位	

田
中
綾
（
八
女
高
）

【
マ
ス
タ
ー
ズ
男
子
50
～
59
歳
】

▽
優
勝	

宮
川
和
弘
（
黒
木
西
ピ

ン
ポ
ン
）▽
２
位	

大
隈
利
幸
（
サ

ウ
ス
）

【
マ
ス
タ
ー
ズ
男
子
60
～
69
歳
】

▽
優
勝	

才
所
勝
（
川
瀬
卓
球
）

▽
２
位	

石
橋
正一（
立
花
ピ
ン
ポ
ン
）

【
マ
ス
タ
ー
ズ
男
子
70
歳
以
上
】

▽
優
勝	

川
島
忠
孝（
川
瀬
卓
球
）

▽
２
位	

西
江
九
州
男
（
サ
ウ
ス
）

【
マ
ス
タ
ー
ズ
女
子
50
～
59
歳
】

▽
優
勝	

山
下
芳
子
（
黒
木
ピ
ン

ポ
ン
）▽
２
位	

竹
村
千
恵
子（
サ

ウ
ス
）

【
マ
ス
タ
ー
ズ
女
子
60
～
69
歳
】

▽
優
勝	

穴
見
栄
子
（
サ
ウ
ス
）

▽
２
位	

井
上
美
幸
（
同
）

【
マ
ス
タ
ー
ズ
女
子
70
歳
以
上
】

▽
優
勝	

松
尾
妙
子
（
黒
木
ピ
ン

ポ
ン
）
▽
２
位	

田
中
常
子
（
サ

ウ
ス
）

大
藤
祭
り
卓
球
大
会
成
績

「日向神峡」を観光スポットに‼辺春２区・３区行政区で防災訓練

sports

第62回

（
敬
称
略
）

⃝

日
時
＝
４
月
24
日
㈰
／
場
所
＝
黒
木
体
育
館
／
主
催
＝
八
女
市
体
育
協
会

土のう作成（辺春3区） ＤＩＧ訓練（吹春公民館）

草を刈る会員の皆さん



広報やめ　2016.7.1511

◦
開
催
＝
８
月
28
日
㈰
10
時
～
12
時

②
『
二
宮
金
次
郎
』
～
６
０
０
か

所
の
農
村
を
立
て
直
し
た
男
の
足

跡
と
は
…

◦
開
催
＝
10
月
23
日
㈰
10
時
～
12
時

①
②
共
通

◦
場
所
＝
社
会
福
祉
会
館
３
階
大

会
議
室
（
八
女
市
役
所
西
側
）

◦
語
り
手
＝
今
長
谷
照
子
さ
ん（
元

篠
栗
町
立
図
書
館
副
館
長
）

◦
申
込
＝
７
月
15
日
㈮
～
７
月
29

日
㈮
※
平
日
９
時
～
17
時
に
電
話

で
受
付
、
先
着
70
人
▽
東
公
民
館

（
☎
２
３
・
５
２
７
６
）
▽
西
公
民

館
（
☎
２
４
・
５
２
７
２
）

　「
あ
だ
名
か
ら
は
じ
ま
る
い
じ
め

～
い
じ
め
を
克
服
し
前
向
き
に
い
き

て
い
ま
す
」
と
題
し
、
上
方
落
語

の
女
性
陣
で
、
唯
一
東
京
弁
の
落

語
家
で
あ
る
桂
ぽ
ん
ぽ
娘
氏
に
よ

る
分
か
り
や
す
く
楽
し
い
講
演
会
。

参
加
無
料
。

◦
日
時
＝
８
月
３
日
㈬
14
時
～
15

時
20
分
（
受
付
13
時
30
分
～
）

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め

ホ
ー
ル

◦
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課

（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

◦
日
時
＝
８
月
11
日
㈷
12
時
30
分

開
場
、
13
時
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
（
矢
部
村
文
化
連
盟
）、
13
時
30

分
～
講
演
会

◦
講
師
＝
五
條
元
滋
さ
ん
（
五
條

家
25
代
目
当
主
）

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め

ホ
ー
ル

◦
入
場
料
＝
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振
興
課

（
☎
２
４
・
８
１
６
３
）

　
八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食
品
、

雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
７
月
24
日
㈰
９
時
～
12

時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場
※
出
店
者
随
時
募
集

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

◦
日
時
＝
７
月
30
日
㈯
16
時
30
分
～

◦
場
所
＝
北
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
駐
車
場
は
筑
南
小
学
校
）

◦
内
容
＝
▽
16
時
30
分
～
宝
さ
が

し
（
北
山
・
白
木
地
区
小
学
生
対

象
）
▽
17
時
10
分
～
筑
南
中
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
、
小
学
生
・
保
育
所
の
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
踊
り 

▽
19
時
30

分
～
お
楽
し
み
抽
選
会
⑴ 

▽
19
時

40
分
～
太
鼓 

▽
20
時
20
分
～
総
踊

り 

▽
20
時
40
分
～
お
楽
し
み
抽
選

会
⑵

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
０
８
０
・
３
９
８
３
・

９
４
５
７
）

　　
参
加
費
無
料
、
要
申
込
。

◦
日
時
＝
７
月
30
日
㈯
13
時
30
分

～
15
時
30
分
（
受
付
13
時
～
）

◦
会
場
＝
八
女
文
化
会
館
２
階
研

修
室

◦
内
容
＝
演
題
「
坂
本
繁
二
郎
秘

話
」
／
講
師 

杉
山
洋
さ
ん
（
画
家・

郷
土
史
家
）

◦
申
込
＝
７
月
１
日
㈮
か
ら
受
付
。

定
員
30
人
。
八
女
市
立
図
書
館
本

館
（
☎
２
２
・
２
５
０
４
）
※
各

分
館
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

　「
戦
時
下
の
働
く
女
性
と
子
ど
も

た
ち
の
暮
ら
し
」。
戦
時
下
の
働
く

女
性
や
子
ど
も
た
ち
の
日
常
に
焦

点
を
あ
て
、
当
時
の
社
会
情
勢
や

人
々
の
生
活
に
迫
り
ま
す
。

◦
講
師
＝
昭
和
館 

学
芸
部
学
芸
課

資
料
係
吉
葉
愛
さ
ん

◦
日
時
＝
７
月
31
日
㈰
14
時
～
15

時
30
分

◦
定
員
＝
80
名
（
事
前
申
し
込
み
・

先
着
順
、
無
料
）

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
共

同
公
文
書
館
（
筑
紫
野
市
上
古
賀
）

☎
０
９
２
・
９
１
９
・
６
１
６
６

　
人
生
は
先
達
に
学
べ
！
〝
人
と

な
り
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
名
人
〟
が

歴
史
の
様
々
な
角
度
か
ら
私
た
ち

へ
人
生
の
教
訓
や
ヒ
ン
ト
、
先
達
の

精
神
や
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
り
ま

す
。
受
講
無
料

①
『
真
田
幸
村
』
～
戦
国
最
強
の

武
将 

大
輪
の
華
を
咲
か
せ
芳
香
を

残
し
て
散
っ
た
～
　
　

八
女
軽
ト
ラ
市

第
10
回
踊
る
！
北
山
夏
祭
り

お
知

ら
せ
お
知

ら
せ

八
女
市
立
図
書
館
郷
土
史
講

座
「
坂
本
繁
二
郎
秘
話
」

福
岡
共
同
公
文
書
館 

講
演
会

東・
西
公
民
館 

人
物
歴
史
講
座

学
校
保
健
会
合
同
研
修
会
講
演
会

文
化
連
盟
連
合
会
文
化
講
演
会

「
奥
八
女
に
残
る
南
朝
の
歴
史
」

　８月のし尿くみ取りは、８月11日（山の日）
および盆休み等のため、８月上旬から混雑
が予想されます。し尿くみ取りのご予約は、
各地域のくみ取り業者へ7月29日㈮まで
にお願いします。
※7月29日以降の予約受付は、希望日に添
えない場合がありますのでご注意ください。
◦問い合わせ＝環境課（☎２３・１４６２）

９月に開催する「八女のまつり あかりの祭典」
で実施する「あかり絵コンテスト」の参加者
を募集します。和紙に思い思いの絵をかいて、
まつりで披露してみませんか？台車は貸し出
します。参加対象は市内外の団体や事業所な
ど、個人でも参加ＯＫです。子どもの部と創
作の部で募集をします。入賞者には副賞もあ
ります。ふるってご参加ください。
★あかり絵コンテスト実施日＝ 9 月17日㈯
★申込締切＝ 8 月31日㈬
★参加部門＝【子どもの部】
木枠に和紙を張ったものを事務局で準備し、
配達します。（先着 20 組）

【創作の部】和紙と染料は事務局で準備しま
す。木枠は自由な形、自由な発想で創作くだ
さい。（先着 10 組）
★申込・問い合わせ＝八女のまつり実行委員
会 あかり絵部会事務局（八女青年会議所）
☎２４・４０２２

あかり絵
創ってみませんか

を

８月のし尿くみ取りの予約
は 7 月 29 日㈮までに！

八女市献血推進協議会
（☎２３・５８１６）

献血にご協力ください

日にち 時　間 場　所
8/10

㈬
10:00 ～ 11:30 
12:30 ～ 15:30

おりなす
八女

参加者
募集



12　2016.7.15　広報やめ

児
童
書
、
絵
本
、
雑
誌
、
コ
ミ
ッ
ク

※
百
科
事
典
、
全
集
、
傷
み
が
激

し
い
本
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
な

び
っ
と
八
媛
（
八
女
市
立
図
書
館

本
館
内
）
☎
２
２
・
２
５
０
４

　
福
岡
県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

な
ど
で
保
健
・
医
療
・
介
護
施
策
の

企
画
立
案
に
携
わ
る
医
師
を
募
集
し

ま
す
。詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
採
用
予
定
数
＝
３
人

◦
選
考
方
法
＝
面
接
試
験
、
小
論

文
評
定
な
ど

◦
応
募
締
切
＝
８
月
５
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
保
健
医

療
介
護
総
務
課
（
☎
０
９
２
・
６

４
３
・
３
２
３
７
）

　
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
見
る
か
お
問
い

ふらっち広場からのお知らせ

★お菓子作り「かき氷」
◦日時＝ 7 月 17 日㈰ 13 時 30 分～
◦参加費＝実費
★外出「モラージュ佐賀」
◦日時＝ 7 月23日㈯ 11時ふらっち広場
出発◦参加費＝ 250 円
★アロマテラピー講座
◦日時＝ 7 月 31日㈰ 13 時 30 分～
◦参加費＝アロマバスボム作り＆アロマ
ハンドマッサージ 300 円
★外出「筑紫野イオンモール」
◦日時＝ 8 月7日㈰ 10 時ふらっち広場
出発◦参加費＝ 300 円
★外出「筑紫野イオンモール」
◦日時＝ 8 月13日㈯ 10 時ふらっち広場
出発◦参加費＝ 300 円
▪各イベントは要予約
▪外出は2回予定している中で、1日を
選択し申し込みください。
▪平日も簡単な工作・手芸等できますの
で、お気軽にご来館ください。

ほ
ほ
え
み地域活動支援センター

☀場所＝八女市本町178（旧きんぷく亭）
☀ふらっち広場（☎ 24・3022）
11時～ 17 時開館／月曜日休館

◦
日
時
＝
９
月
24
日
㈯
６
時
八
女

伝
統
工
芸
館
前
集
合
、
６
時
30
分

出
発
（
貸
し
切
り
バ
ス
）
※
雨
天

決
行

◦
コ
ー
ス
＝
小
倉
の
文
化
を
探
る
５

㎞
コ
ー
ス
、
ゴ
ー
ル
後
は
門
司
港
辺

り
観
光
、
18
時
ご
ろ
帰
着
予
定

◦
参
加
費
（
参
加
登
録
費
含
む
）

＝
４
５
０
０
円
、
一
般
５
０
０
０
円

◦
持
参
品
＝
昼
食
、
飲
み
物
、
タ

オ
ル
、
雨
具
等

◦
申
込
＝
参
加
費
を
添
え
て
７
月

24
日
㈰
の
星
野
村
ウ
オ
ー
ク
か

８
月
28
日
㈰
の
久
留
米
オ
ル
レ
ウ

オ
ー
ク
時
に
。
ま
た
は
８
月
31
日

㈬
ま
で
に
直
接
担
当
の
長
野
さ
ん

へ
（
☎
０
９
０
・
７
４
４
１
・
０
１

２
１
）。
定
員
50
人
、
先
着
順

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
会
荒
川
さ
ん

（
☎
０
９
０・４
９
９
７・５
８
１
３
）

籍
し
て
い
ま
す
。
主
に
福
岡
県
民

体
育
大
会
の
陸
上
競
技
大
会
と
駅

伝
大
会
を
目
標
に
、
次
の
日
程
で

練
習
を
行
い
ま
す
。
初
心
者
大
歓

迎
！
興
味
が
あ
る
人
は
ま
ず
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
練
習
日
＝
７
月
31
日
㈰
14
時
～

16
時

◦
会
場
＝
久
留
米
陸
上
競
技
場

◦
連
絡
先
＝
陸
上
部
事
務
局
大
久

保
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
平
成
28
年
度
県
民
体
育
大
会
陸

上
競
技
選
手
を
募
集
し
ま
す

◦
大
会
日
程
＝
９
月
25
日
㈰

◦
会
場
＝
嘉
穂
総
合
運
動
公
園
嘉

穂
陸
上
競
技
場

◦
競
技
種
目
＝
年
齢
毎
に
ト
ラ
ッ
ク

競
技
、
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
が
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
者
＝
八
女
市
民
で
ア
マ
チ
ュ

ア
競
技
者
（
学
生
以
外
た
だ
し
、

定
時
制
・
通
信
制
を
除
く
）

◦
募
集
期
間
＝
７
月
31
日
㈰

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
総

合
体
育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
市
が
誘
致
し
、
昨
年
８
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
、
ホ
ク

ト
株
式
会
社
が
従
業
員
を
募
集
し

ま
す
。
ま
ず
は
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
犬
山
漁
業
協
同
組
合
で
は
第
18

回
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
釣
り
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
費
無
料
で
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
小
学

３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
付
き
添

い
が
必
要
で
す
。
先
着
１
８
０
人

に
は
お
に
ぎ
り
や
ア
ユ
の
塩
焼
な
ど

の
昼
食
を
用
意
し
ま
す
。
計
量
後
、

総
重
量・総
匹
数・最
長
寸・ク
リ
ー

ン
賞
の
各
賞
を
表
彰
し
ま
す
。

◦
期
日
＝
７
月
24
日
㈰ 

◦
参
加
受
付
＝
当
日
6
時
～
８
時

◦
場
所
＝
犬
山
ダ
ム
（
黒
木
町
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
支
所
産
業

経
済
課
（
☎
４
２
・
１
１
１
６
）

　
昨
年
度
設
立
し
た
陸
上
部
は
中

学
生
か
ら
80
代
ま
で
約
40
人
が
在

◦
勤
務
地
＝
ホ
ク
ト
㈱
八
女
東
き

の
こ
セ
ン
タ
ー
（
八
女
市
山
内
）

◦
職
種
＝
き
の
こ
栽
培
作
業
員
（
ス

タ
ッ
フ
社
員
）
10
人

◦
仕
事
内
容
＝
き
の
こ
栽
培
作
業

お
よ
び
パ
ッ
ケ
ー
ジ
作
業
等

◦
年
齢
＝
18
歳
以
上

◦
時
給
＝
８
０
０
円
～

◦
勤
務
時
間
＝
８
時
30
分
～
17
時

30
分
（
パ
ー
ト
勤
務
可
）

◦
受
付
期
間
＝
７
月
18
日
㈪
～
随
時

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ク
ト
㈱
八
女
東

き
の
こ
セ
ン
タ
ー 

野
田
さ
ん
、
近

藤
さ
ん
（
☎
２
２
・
６
６
６
６
）

　
古
本
市
開
催
の
た
め
、
ご
家
庭
で

不
要
に
な
っ
た
本
を
集
め
て
い
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
収

益
金
は
、
八
女
市
立
図
書
館
の
読

書
啓
発
事
業
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

◦
受
付
＝
八
女
市
立
図
書
館
本
館

カ
ウ
ン
タ
ー

◦
対
象
＝
単
行
本
、文
庫
本
、新
書
、

八
女
市
体
育
協
会
陸
上
部
員

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
釣
り
大
会

県
民
体
育
大
会
陸
上
競
技
選
手

ホ
ク
ト
株
式
会
社
従
業
員

福
岡
県
公
衆
衛
生
医
師

入
国
警
備
官

不
要
に
なっ
た
本
を
集
め
てい
ま
す

試
　
験

北
九
州
無
法
松
ツ
ー
デ
ー
マ
ー

チ
記
念
大
会（
八
女
歩
こ
う
会
）

　このたびの熊本地震を受け、基本測量を
実施します。ご理解ご協力のほどよろしくお
願いします。◦期間＝平成 28 年 6 月20 日
～ 29 年 3 月10日◦対象地域＝八女市全域
◦作業内容＝高度地域基準点測量、水準測
量◦問い合わせ＝国土地理院九州地方測量
部測量課（☎ 092・411・7881）

　福岡県の無形民俗文化財の指定を受け
る「旭座人形芝居」。人形繰りの本格的技
術に触れてみませんか。◦会場＝黒木開
発センター◦内容＝人形繰り◦期間＝ 8/6
㈯、8/27 ㈯、9/10 ㈯、9/27 ㈫、10/1 ㈯、
10/13 ㈭、11/7 ㈪※土曜 17 時～、平日18

時～◦対象＝市内小中学生、一般社
会人◦定員＝15 人程度◦申込・問い
合わせ＝文化振興課（☎ 24・8163）

基本測量実施のお知らせ

旭座人形芝居
継承者育成講座

（八女市・旭座人形芝居保存会主催）
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タ
ー
※
７
月
25
日
㈪
か
ら
予
約
受

付（
☎
０
９
４
２・３
０・０
１
４
４
）

※
久
留
米
法
律
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

重
債
務
や
労
働
問
題
な
ど
、
相
談

内
容
に
よ
っ
て
は
期
間
に
限
ら
ず

無
料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
地
域
の
防
犯
活
動
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
防
犯
活
動
に
携
わ
っ

て
い
る
リ
ー
ダ
ー
や
、
今
後
防
犯

活
動
に
取
り
組
も
う
と
考
え
て
い

る
人
を
対
象
と
し
た
「
防
犯
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
２
日
間
に
渡
り
、
防
犯
団
体

の
活
動
事
例
紹
介
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
警
察
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
の
講
話

等
が
行
わ
れ
ま
す
。
参
加
費
無
料
。

交
通
費
・
昼
食
代
は
各
自
負
担
。

◦
開
催
日
時
＝
▽
１
日
目
８
月
27

日
㈯
10
時
～
16
時
▽
２
日
目
８
月

28
日
㈰
10
時
10
分
～
15
時
30
分

◦
開
催
場
所
＝
福
岡
建
設
会
館
６

階
会
議
室
（
福
岡
市
博
多
区
博
多

駅
東
３
‐
14
‐
18
）

◦
参
加
定
員
＝
福
岡
県
内
で
50
人

◦
申
込
締
切
＝
８
月
８
日
㈪

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安

全
課
生
活
安
全
係
（
☎
２
４
・
８

１
４
６
）

訓
練
の
受
講
に
関
し
て
は
要
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、詳
細
は
管
轄
の
ハロ
ー

ワ
ー
ク
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
職
業
訓
練
受
講
手
当
＝
月
額
10

万
円
、
通
所
手
当

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八

女
（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

　
中
学
生
・
保
護
者
・
教
員
を
対

象
に
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
８
月
７
日
㈰
13
時
30
分

～
16
時
30
分
（
受
付
12
時
30
分
～
）

◦
場
所
＝
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
工
業
高
等
学

校
（
☎
０
９
４
２
・
５
３
・
２
０
４
４
）

　
県
弁
護
士
会
筑
後
部
会
で
は
、

筑
後
弁
護
士
会
館
開
設
10
周
年
を

記
念
し
、
無
料
法
律
相
談
を
実
施

し
ま
す
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

◦
期
間
＝
８
月
１
日
㈪
～
12
日
㈮

◦
会
場
・
時
間
＝
①
久
留
米
法
律

相
談
セ
ン
タ
ー
（
久
留
米
市
篠
山

町
）【
月
・
水
・
金
】
10
時
～
11
時

30
分
、
13
時
～
16
時
【
火
・
木
】

13
時
～
16
時
、
17
時
30
分
～
19
時

②
八
女
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
（
八

女
市
社
会
福
祉
会
館
）
８
月
２
日

㈫
・
９
日
㈫
13
時
30
分
～
16
時

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
セ
ン

定
者
（
高
校
生
不
可
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
０
９
２・５
８
４・３
３
１
０
）

　
お
お
む
ね
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
求
職
者
を
対
象
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
再
就
職
専
門
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
１
対
１
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。（
費
用
無
料
、
要
予
約
）

◦
日
時
＝
毎
週
水
曜
日
10
時
～
17
時

◦
場
所
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
女
2
階

◦
持
参
物
＝
履
歴
書
・
筆
記
用
具

◦
問
い
合
わ
せ
・
予
約
＝
福
岡
県

中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
４
３
３
・
７
７
８
０
）

　
雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
求

職
者
の
人
な
ど
を
対
象
と
し
て
、
厚

生
労
働
省
の
認
定
を
受
け
た
民
間

訓
練
機
関
が
職
業
訓
練
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
訓
練
期
間
中
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
に
「
職
業

訓
練
受
講
給
付
金
」を
支
給
し
ま
す
。

ん
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
対
象
。

◦
訓
練
コ
ー
ス（
定
員
）＝
▽
機
械・

Ｃ
Ａ
Ｄ
技
術
科
⒂
▽
機
械
加
工
技

術
科
⑿
▽
板
金
・
溶
接
施
工
科
⒂

▽
電
気
設
備
施
工
科
⒅
▽
建
築
Ｃ

Ａ
Ｄ
科

（30）

◦
訓
練
期
間
＝
10
月
～
３
月

◦
募
集
＝
７
月
27
日
㈬
～
８
月
31

日
㈬

◦
入
所
選
考
＝
９
月
７
日
㈬

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
佐
賀
（
☎
０
９
５
２
・
２
６
・

９
５
１
６
）

　
参
加
無
料
、
託
児
あ
り
。

◦
日
時
＝
８
月
6
日
㈯
▽
就
活
応

援
セ
ミ
ナ
ー
11
時
30
分
～
12
時
30

分
（
受
付
11
時
～
セ
ミ
ナ
ー
終
了

ま
で
）
▽
就
職
面
談
会
13
時
～
16

時
（
受
付
12
時
30
分
～
15
時
30
分
）

◦
会
場
＝
クロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
春
日
市
）

◦
対
象
＝
社
会
福
祉
施
設
等
へ
の

就
職
希
望
者
お
よ
び
平
成
29
年
３

月
末
大
学
・
専
門
学
校
等
卒
業
予

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間
＝【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】

７
月
19
日
㈫
９
時
～
28
日
㈭
※
受

信
有
効
【
郵
送
ま
た
は
持
参
】
７

月
19
日
㈫
～
21
日
㈭

◦
１
次
試
験
＝
９
月
25
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
入
国
管
理

局
（
☎
０
９
２・６
２
３・２
４
０
０
）

　
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
見
る
か
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間
＝【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】

７
月
19
日
㈫
９
時
～
28
日
㈭
※
受

信
有
効
【
郵
送
ま
た
は
持
参
】
７

月
19
日
㈫
～
21
日
㈭

◦
１
次
試
験
＝
９
月
18
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
矯
正
管
区

（
☎
０
９
２
・
６
６
１
・
１
２
６
０
）

　
受
講
料
無
料
、
教
科
書
代
等
実

費
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
受
講
あ
っ
せ

刑
務
官

40
歳
か
ら
の
個
別
就
職
相
談

第
９
学
区
中
学
生
進
路
相
談
会

求
職
者
支
援
訓
練

無
料
法
律
相
談

平
成
28
年
度
第
１
回
福
岡
県

防
犯
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

　これからの夏の時季、水の需要
増加に向けて皆さまに次のとおりご
協力お願いします。
①節水にご協力を
水は限りある資源です。皆さまに、
安定した水の供給を行うためにも
節水にご協力お願いします。

【自宅で出来る節水方法（例）】
◦お風呂の水を洗濯などに再利用。
小さめの浴槽でも約 200リットル
の水が再利用できます。◦歯磨き・
洗顔は、コップ・洗面器を利用し
ましょう。約１/10 で使用できます
◦蛇口の開け閉めはこまめに、全開
で１分間に約 20リットルもの水が
流れるとも言われています。

②悪質な業者（水質検査や訪問
販売など）にご注意ください。
上下水道局では、次のようなこと
は行っておりません。
◦一般家庭の水質検査◦浄水器な
どの販売・貸出・あっせん◦給水
管の清掃・修理など

▽気になる点などありましたら水道
局までご連絡ください。
　上水道総務係（☎ 23・1949）
　上水道工務係（☎ 23・1107）

就
業
支
援

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

上
下
水
道

局
か
ら
の

お
願
い

教
室
・
講
座



■赤ちゃんRoom・相談Room
◦8/4 ㈭ 13:30 ～ 15:30 ／参加費有
■マタニティさん集まれ
 「田中もとこ先生マタニティ+食育」
◦8/6㈯10:00～12:30／参加費有、
託児有
■4か月さん集まれ（3月生まれ）
◦8/10 ㈬ 10:00 ～ 12:30 ／産後ヨガ
／飲み物・バスタオル持参／参加費有／
要申込
■赤ちゃんRoom・相談Room
◦8/16 ㈫ 13:30 ～ 15:30 ／参加費有
■ママたちの寺子屋塾◦8/23㈫
10:00～12:30／託児有
■気がかりな子を持つ親の集まり（サー
クルあごら）◦10:00～～12:00※日程
は広場にて確認ください

■プレママ＆ベビーサロン 「おもちゃ作り」
◦8/5 ㈮ 10:30 ～／要申込
■エンジェルルーム 「シャボン玉遊び」
◦8/10 ㈬ 10:30 ～／要申込
■みんなであそぼう「親子エクササイズ」
◦8/21㈰ 10:30 ～／要申込
■ハッピーバースデー♪「山下照子さん
のお話」◦8/26 ㈮ 10:30 ～／要申込

■ GOGO！カ～りる◦8/4 ㈭ 10:30
～移動図書館が来ます。図書利用カード
をお持ちの人は持参ください。
■北山保育所夏まつり◦8/6 ㈯ 9:15 ～
12:15 ／支援センターのお友達も参加
できます。／参加費無料
■ともだちっていいな◦8/10 ㈬ 10:00
～／シャボン玉で遊ぼう
■すてきな記念日♥
◦8/17 ㈬10:30 ～※誕生月者のみ要予約
■わ・わ・ＷＡ！「リズム遊び」
◦8/25 ㈭ 10:30 ～

■ママといっしょ
「そうめん流し」
◦8/9 ㈫ 10:30 ～／ 10 組要申込／参
加費150 円／帽子・着替え・タオル・水
着（布パンツ可）持参
■お誕生会

「8 月生まれさん集まれ」
◦8/25 ㈭ 10:30 ～／誕生月者要申込

■ 10:00 ～ 15:00
▽矢部集落センター 8/2 ㈫、17 ㈬
■ 10:00 ～ 13:00
▽井延公民館 8/3 ㈬
▽児童センター 8/10 ㈬
▽上陽公民館 8/12 ㈮
▽勤労青少年ホーム 8/17 ㈬
▽かがやき 8/23 ㈫
▽室岡公民館 8/25 ㈭

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問（☎24・9090）

 移動ひろば問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問（☎24・8814）

子育ち支援掲示板 8 月 ※子育ち…子ども自身が、自らの
力で心身ともに成長すること。

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207※ふじの里内）

問ふじの里（☎42・3301）

8月7日（日）
江上内科 本町 24・0113
原医院 黒木町 42・0336
たなか歯科クリニック 筑後市 0942・48・4184
冨田眼科医院 本村 23・3455
8月11日（祝）
藤本産婦人科小児科 東宮野町 23・2733
角整形外科医院 黒木町 33・2121
まちの歯科医院 筑後市 0942・42・1515
大渕耳鼻咽喉科医院 大島 23・2811
8月13日（土）
あまの歯科医院 筑後市 0942・51・1113
久保田歯科口腔外科医院 広川町 32・0216
8月14日（日）
東洋医学ひぐちクリニック 大島 23・2765
冨田医院 黒木町 42・0173
大津歯科医院 筑後市 0942・53・1153
ほり歯科医院 立花町 25・6480
8月15日（月）
坂田歯科医院 筑後市 0942・53・7089
おおくま歯科医院 立花町 22・3550
8月21日（日）
ごんどう内科 山内 23・3010
山口医院 星野村 52・3131
あららぎ歯科医院 広川町 32・4846
8月28日（日）
古賀泌尿器 馬場 24・3121

中村内科医院 立花町 37・1601
馬田歯科医院 筑後市 0942・52・8788
吉田眼科医院 筑後市 0942・54・1888

8月の在宅医当番表 ※変更になっていることがあります
ので電話で確認してください。✚

子育て支援施設  トゥインクル
（星野村 10775-14 ※そよかぜ内）
※開館日＝祝祭日除く火・木・金　
問０９０・３３２０・２１９６／
やめっこ未来館（☎ 24・8814）

▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）23・4131
柳病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（納楚） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市）0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付
　（19:00 ～ 21:30）

［月・水・金］公立八女総合病院（23・4131）

［火・木］筑後市立病院（0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付
　（9:00 ～ 14:30）

【8月】7㈰・11㈷・21㈰
公立八女総合病院 （23・4131）

【8月】14㈰・28㈰
筑後市立病院 （0942・53・7511）

▼県小児救急医療電話相談
　（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者   ♯ 8000

　福岡県救急医療情報センターで
は、急な病気やけがで救急車などを
呼ぶかどうか迷った場合に、医療機
関の受診や救急車の利用（119番通
報）などについて看護師がアドバイ
スしています（24時間対応）。
電話機の♯ボタンを押してから

「7119」とダイヤルし、音声ガイダ
ンスに従ってください。つながらない
場合は、092・471・0099におか
けなおしください。重症時は迷わず
119番をお願いします。
⃝問い合わせ＝福岡県医療指導課
　（☎ 092・643・3273）

　天神さん子どもまつり（同実行
委員会・八女ふるさと塾主催）では、
飾り提灯にお子さまの名前を入れ、
健康と学業成就を祈願します。
◦日時・会場＝8月20日㈯
17時～21時、福島八幡宮
※雨天の場合8月21日㈰
◦提灯１灯奉納料＝〈新規〉1人
書き4,000円、2人書き4,500円、
３人書き5,000円〈継続〉1,000円
◦申込締切＝７月31日㈰
◦申込・問い合わせ＝中島さん
（☎ 22・5804）※中学生のボラ
ンティアも募集しています。

救急車を呼ぶべきか
迷ったら「 ♯7119」

福島八幡宮「天神さん子ども
まつり」奉納提灯



広報やめ　2016.7.1515

7月・8月イベント情報 おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/
開催 催　　　し ホール 開　演 入場料 問合せ先 電話番号

7/31 ㈰ 第27回  福岡県立福島高等学校
ブラスバンド部　定期演奏会 ハーモニー 14:00 300 円

（当日券 500円）
福岡県立福島高等学
校 ブラスバンド部 22・5148

7/31 ㈰ 藤本秀光典会  おさらい会(民謡) はちひめ 13:30 無料 藤本秀光典会（椛
かば

） 23・5348

8/10(水) 八女市同研がおくる人権のひろば 2016
上映会「はなちゃんのみそ汁」 ハーモニー 19:00 無料

（申込み不要）

八女市人権・同和教育
研究協議会
※託児をご希望の方
は 8/3(水)までにお申
込みください。

24・0107

8/11(木)

第7回  文化講演会
演題：奥八女に残る南朝の歴史
講師：五條元滋先生（五條家二十五代目当主）
　　   大淵の総氏神　熊野神社宮司
　　   宮内庁桃山陵墓監区 良成親王墓 守部
           八女学院高等学校  教諭

はちひめ 13:00 無料 八女市文化連盟連合会
　　（事務局長：畠山） 22・3414

おりなす八女   イベント情 報 お問合せ
おりなす八女（☎22・5332）♪

8 /28(日)

8 /26(金)
１4:00 開演

１5:00 開演

ハーモニーホール

ハーモニーホール

室内合奏団演奏会おりなす八女

小林道夫＆赤塚太郎
～シューベルトの歌曲とピアノ連弾曲～

歌曲共演 メゾ・ソプラノ 愛甲久美

おりなす八女室内楽コンサート（塾生披露演奏会）
～音楽塾教授陣と奏でる室内楽～

～14 人の一流演奏家が集い、音楽の楽しみを奏でる～

友の会 500 円                                             （全席自由)  一般 1,500円                                              

（全席自由)                                               （要入場整理券)  

（要入場整理券)  

無料

学生 無料

チケット好評発売中

チケット好評発売中

主催：おりなす八女文化事業振興会・八女市

8 /21(日)
ハーモニーホール

浪速の歌姫！迫力ある歌唱力と楽しいトークの歌謡ショー！

天童よしみコンサート 2016

（全席指定)  一般 6,500円                                              友の会 6,000 円                                             

お昼の部 12:30 開演
夕方の部 16:00 開演

２回
公演

1985年「道頓人情」が大ブレーク、1997 年「珍島物語」が 100万枚の大ヒット。
2004年にはディズニー映画「ブラザー・ベア」で、フィル・コリンズ作詞・作曲の劇中
歌を歌うなど、ジャンルを超えて活躍を続けている。

大山 平一郎

大山 佳織

TAIRIKU SUGURU KENTA

金子 鈴太郎

上田 晴子（指揮）

（チェロ）

（ピアノ）

（ヴァイオリン）

（ピアノ）（ヴァイオリン） （ヴァイオリン）

ホルスト：セントポール組曲　　　　  
モーツァルト：ピアノ協奏曲  第12番  イ長調   K.414　　　
ブルッフ：コル・ニドライ
ブロッホ：コンチェルト・グロッソ No.1　

〈プログラム〉

◆ 8/23(火)～ 26日(金) 　室内楽講座
◆ 8/29(月)・30日(火) 　   指揮講座 ※詳細はお問合せください。

10/23(日)
12/11(日)

ハーモニーホール

（全席指定)  一般 4,000 円                                              友の会 3,500円                                             （当日各500円増）                                   

ＴＳＵＫＥＭＥＮ
ＬＩＶＥ2016

ＫＹＵＳＨＵ TOUR

１5:00 開演

8/19 （金）～チケット発売：

二人の伴奏家の芸術

ハーモニーホール
１5:00 開演

（全席自由) 
 一般 1,500円                                              

友の会 1,000円                                             

室内合奏団演奏会  公開リハーサル（無料／要聴講券）8/27(土)   13：00～18：30

2016 おりなす八女音楽塾 聴講のご案内（無料／要聴講券）



　
八
女
市
立
花
町
北
山
出
身
の
田
崎
廣
助
画

伯
は
、
富
士
山
・
浅
間
山
・
桜
島
な
ど
の
日
本

有
数
の
代
表
的
山
々
、
中
で
も
阿
蘇
の
山
々
を

数
多
く
描
き
、「
阿
蘇
の
田
崎
」
と
呼
ば
れ
ま

し
た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
昭
和
50
年
に

は
文
化
勲
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
本
作
は
、
グ
レ
ー
を
基
調
と
し
、
山
頂
か
ら

噴
煙
を
た
な
び
か
せ
、
背
景
に
は
夜
明
け
の
月

が
た
た
ず
む
、
阿
蘇
の
雄
大
な
風
景
の
中
に
荘

厳
な
静
寂
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
作
品
で
す
。

　
先
の
熊
本
地
震
で
は
、
阿
蘇
の
山
々
に
も
大

き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
が
、
カ
ン
バ
ス
の
中

の
阿
蘇
山
は
美
し
い
姿
を
放
ち
続
け
て
い
ま
す
。

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の

巣
立
つ
森
　 

矢
部
村

今
年
２
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
八
女
市
田
崎
廣

助
美
術
館
」
に
行
っ
て
み
ま
し
た
か
。

今
月
か
ら
代
表
的
な
展
示
作
品
を
中
心
に
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

⃝ 開 館 時 間 ＝ 9:00 ～ 
17:15〈入館は 17:00まで〉
※月曜 休館〈祝日の場合
は翌日〉  ⃝入館料＝無料

田
崎
廣
助

美
術
館
へ
行
っ

て
み
よ
う
①

（
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
内

／
☎
２
４
・
８
３
０
４
）

　
瑠
璃
色
の
美
し
い
羽
を
持
ち
、
森
の
宝
石

と
呼
ば
れ
て
い
る
鳥
『
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
』。
こ

こ
３
年
ほ
ど
、
矢
部
村
に
姿
を
見
せ
る
よ
う

に
な
り
密
か
な
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
は
初
夏
に
東
南
ア
ジ
ア
か

ら
飛
来
し
、
卵
を
産
み
子
育
て
を
し
、
秋
に

は
再
び
東
南
ア
ジ
ア
に
渡
り
ま
す
。
日
本

に
は
１
０
０
０
羽
ほ
ど
し
か
飛
来
せ
ず
、
ト

キ
や
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
次
い
で
絶
滅
危
険
の
高

い
絶
滅
危
惧
1A
類
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
岡
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
（
２
０
１
１

年
版
）
に
よ
る
と
、
以
前
は
県
内
数
か
所

で
繁
殖
が
確
認
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、

２
０
０
０
年
以
来
繁
殖
は
確
認
で
き
て
お
ら

ず
、
矢
部
村
は
県
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る
唯

一の
繁
殖
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
30
数
年
以
前
は
何
年
も
続
け
て
矢
部
村

で
確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
30
年
ほ
ど
前

か
ら
姿
を
見
な
く
な
り
心
配
し
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
３
年
前
か
ら
姿
を
見
か
け
、

昨
年
は
ひ
と
つ
が
い
２
羽
、
今
年
は
ふ
た
つ

が
い
４
羽
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
ブ
ッ
ポ
ウ

ソ
ウ
が
子
育
て
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
豊
か

な
自
然
環
境
の
証
。
こ
の
自
然
を
い
つ
ま
で

も
保
つ
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
日
本
野
鳥
の

会
の
皆
さ
ん
と
も
連
携
を
図
り
、
巣
箱
を

設
置
す
る
な
ど
地
域
で
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の

保
護
活
動
に
つ
な
げ
て
い
け
た
ら
い
い
で
す

ね
。い
つ
か
矢
部
村
の
空
を
た
く
さ
ん
の
ブ
ッ

ポ
ウ
ソ
ウ
が
舞
う
の
を
見
て
み
た
い
で
す
」

―
長
年
に
わ
た
り
野
鳥
を
観
察
し
て
い

る
栗
原
浩
暢
さ
ん
は
、
目
を
細
め
ま
し
た
。

　ブッポウソウは色も空を飛ぶ姿も美し
い鳥です。東南アジアなど遠い地域か
ら飛来し、エサとなる甲虫がたくさんい
る豊かな環境で子育てをします。矢部
村に来ると言うことは、それほど豊かで
美しい自然に恵まれているということで
す。会でも矢部村へ観察に行っていま
す。今はちょうど子育ての時期。この時
期は警戒心が強いので、観察や撮影に
は「巣から100㍍以上離れた場所で行う、
１か所に20分以上留まらない」などの
マナーを守っていただきたいです。矢部
村には、ブッポウソウのほかにオシドリ
も繁殖しています。年間を通じ、100種
類ほどの野鳥が観察できるのではない
かと思っています。矢部川や星野川には、
ヤマセミやカワガラスなどの渓流の鳥も
生息しています。矢部川流域の豊かな
自然環境はまさに地域の宝です。

日本野鳥の会筑後支部長
松富士 将和さん

【ブッポウソウ】
全長 28 ～ 30cm。濃緑色の
体に赤い大きなくちばしがよく
目立つ。東～東南アジアおよ
びニューギニアで繁殖し，北
方のものは南へ渡る。日本で
は夏鳥として渡来し，九州，四
国，本州で繁殖する。樹洞で
営巣するが，巣箱や橋梁など
の人工物にも営巣する。トン
ボ，セミ，大型甲虫などの飛
翔する昆虫類を飛びながら捕
食する。（福岡県の希少野生生
物 RED DATA BOOK 2011 
FUKUOKA より）

ブッポウソウを見守る栗原さん

写真提供：栗原浩暢さん

1971年頃(昭和46年頃)油彩・画布
（軽井沢・田崎美術館 所蔵）

「阿蘇山」

「矢部川流域の豊かな
自然環境は地域の宝」

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています
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